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１月13日（祝）「令和 7 年二十歳のつどい」において、小学生の頃から関
わってきた子どもたちと再会できることは、私たちにとって格別の喜びです。また、
実行委員の思いが式典やアトラクションにしっかりと伝わり、毎年、その年ならで
はの雰囲気に感激しています。思いは大切ですね。実行委員の皆さん、大変
お疲れ様でした。

青少年委員の活動も、思いが大切です。子どもたちの成長を支えるために、
学びや体験の機会を考えながら「どんなことをしたら子どもたちが喜んでくれるの
か？」、「子どもたちのために何ができるのか？」と日々 考え、行動しています。イ
ベントの成功や子どもたちの笑顔が私たちの何よりの喜びです。

さて、今年、荒川区で東京都青少年委員会連合会城北ブロック研修会（北
区、墨田区、江戸川区、荒川区）が開催されます。青少年委員や事務局とと
もに、この研修会を一緒に作り上げていきますので、よろしくお願いいたします。

４月からは２年目に入り、１年目よりもっとパワフルにやりたいことを全て実行してい
きます。行動テーマは「愛とパッション」です。
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今年度 5 名の新たな仲間を迎え、さらに活動に力が入
りました！

南千住なかよしまつりでは皆でアイデアを出し合った
ブースに約 340 名の子どもたちが遊びに来てくれました。
また、僅か二週間後には恒例のブロック行事「なんせん
Jump ！ロゲイニング大会」を開催。地域の皆様のご協
力もあり、親子でワイワイ笑顔溢れる大会となりました。
準備が同時進行で大変でしたがとても充実していました。

その他にも鉄人レース、社明パレード、新春たこあげ
大会、スポクラ駅伝など地域の方々と一緒になり、頼り
がいのある仲間たちと楽しく有意義な活動となりました。

南千住ブロック長　小寺　政央

南千住南千住ブロック

荒川・町屋荒川・町屋ブロック
荒川・町屋ブロックは荒川ブロックと町屋ブロックが一緒に

なったブロックです。
「社明パレード」・「まちや子どもまつり」（町屋地区）や「ドン

とやろう」（荒川地区）などに参加しています。ブロック行事は毎
年１月に「あらまちフェスタ」を行っています。新型コロナの影
響を受けて開催場所を自然公園に移しておりましたが、本年は生
涯学習センターに戻って開催しました。久しぶりの体育館での開
催でしたが、子どもたちと思いっきり楽しむことができました。

荒川・町屋ブロック長　曽我辺　泰行
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尾久尾久ブロック

日暮里日暮里ブロック

今年度は、７月の社明街頭宣伝活動や 11 月の社明パ
レードへの協力など、子どもたちと触れ合いながら地域
活動に携わってきました。一方で、11 月３日に開催予定
であった「にっぽり青空こどもまつり」が雨の影響で中
止となりました。本来であれば、子どもたちのダンスや
太鼓、町会や PTA による出店など、大人も子どもも楽
しめる賑やかなおまつりとなる予定でした。これまで中
止となった記憶もほとんど無く、我々も当日に向けて準
備を進めてきただけに大変残念でした。振り返れば猛暑
や豪雨などにより、さまざまなイベントが天候の影響を
受けており、今後は重要なファクターとして考慮する必
要性を改めて強く感じた１年でした。

日暮里ブロック長　新井　雅人

尾久ブロックは、「いつも仲良く協力し合い、楽しく
活動する」をモットーに、社明パレード、尾久っ子ワク
ワクまつりなどの地域活動に積極的に参加しました。

今年度も尾久ブロックの一番の行事は、尾久っ子ラン
キングです。尾久地区の小中学生が集まります。今回は
４チームに分かれ３種類のゲームで競い合い、優勝を目
指して頑張りました。その日初めて会った子ども同士が
協力し合い楽しくゲームに取り組んでいました。私たち
もグループに仲間入りし、子どもたちの足を引っ張らな
いようにゲームに参加しました。子どもたちからは、た
くさんの元気をもらい、とても楽しい１日となりました。

来年度も多くの事を勉強し、ブロックで話し合いなが
ら楽しく活動していきたいと思っています。

尾久ブロック長　山本　めぐみ
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調査研修部会調査研修部会

青年団体育成部会青年団体育成部会

校庭及び施設利用部会校庭及び施設利用部会

広報部会広報部会

１月 13 日（祝）令和７年二十歳のつどい
が行われました。

私たちは、７月から準備を頑張っていた
二十歳の方々の実行委員会を見守り、前日
の会場準備、当日は受付、誘導や写真撮影
等を全員でサポートさせていただきまし
た。

好天にも恵まれ、希望に満ち溢れた若者
のキラキラした笑顔のお手伝いができ、私
たちもたくさんの元気をもらいました。

あらかわ青少年委員だより 145 号からは
フォーマットを一新する予定です。

この挑戦は大きなチャンスであり新しい
だよりを通じて、これまで以上に多くの
方々に私たち青少年委員連絡会の活動や
魅力、楽しさを届けることができると信じ
ています。あらかわ青少年委員だよりを通
じてたくさんの方に興味をもっていただ
けるよう頑張りたいと思います。

校庭及び施設利用部会は、学校の校庭や
施設をもっと活用し、みんなが楽しく使え
るようにする活動を行っています。その一
つとして、「みんな de あそぼう！」企画を
実施し、校庭で思いきり遊べる機会を増や
しています。遊具や広場を使った遊びを通
じて、学年を超えた交流を深めながら、充
実した時間を提供することを目的として
います。

９月の秋空の下、清里にて宿泊研修が行
われました。

調査研修部会のメンバーで「知恵と知識
の両輪」のもと、プログラムを作成しまし
た。

実施内容は、自然環境の下「フィールド
ゲーム」を中心に行い、日没後は「キャン
プファイヤー」等を行いました。

また、参加者との事後反省会における意
見等を活かし、これからの活動に発展させ
たいと考えています。


